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津南町認証米  愛称・ロゴ決定

有機14ha

減減249ha

263ha
（前年157）ha
263ha
（前年157）ha

1，151ha
（前年1，194）ha
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南
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農薬・化学

農薬と化学肥料を
５割以上低減

農薬と化学肥料を
３割以上低減

慣行栽培と比較して農薬や
科学肥料を低減した取組
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機
農
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津
南
町
認
証
米
の

愛
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

町
は
、
今
後
『
売
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
第
一
に
考
え
、
今
年
度
か
ら

認
定
基
準
を
満
た
す
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
「
津
南
町
認
証
米
」
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
「
津
南
町
認
証
米
」
を
全
国
に
広
め
て
い

く
た
め
に
、
愛
称
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応

募
を
い
た
だ
き
選
考
の
結
果
決
定
し
ま
し
た
。

津
南
認
証
米
の
愛
称
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
、
愛
称

３
１
７
１
点
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
４
８
７
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
予
想
を
上
回
る
応
募
を
い
た
だ
い
た
た
め
、

１
次
選
考
を
農
協
と
町
職
員
で
行
い
、
最
終
選

考
は
、
津
南
町
認
証
農
産
物
検
討
会
議
米
部
会

で
行
い
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
愛
称
は
、
石
川
県
白
山
市
の

熊
田
信
幸
さ
ん
の
「
津
南
・
米
・
心
（
つ
な
ん
・

ま
い
・
は
ー
と
）
に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
埼
玉

県
狭
山
市
の
仲
秋
広
志
さ
ん
の
作
品
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
愛
称
の
「
津
南
・
米
・
心
」
の
応
募
コ
メ
ン

ト
に
は
、「
真
心
の
こ
も
っ
た
津
南
の
お
米
。

私
の
真
心
を
津
南
の
お
米
に
込
め
た
。」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
津
南
町
認
証
米
」
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
中
で

も
特
別
に
お
い
し
い
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ

れ
ば
安
心
だ
と
消
費
者
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

米
作
り
を
、
今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
た
く
さ
ん
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
津
南
町
認
証
米
「
津
南
・
米
・
心
」

の
活
躍
に
期
待
く
だ
さ
い
。

真
心
こ
も
っ
た
津
南
の
お
米

発表会にお越しいただいたロゴマークの発案者、仲秋広志さん（埼玉

県狭山市）。愛称の発案者、熊田信幸さん（石川県白山市）は、残念な

がら、発表会は欠席されました。

愛称3171点、ロゴマーク487点から選ばれました。

津南町認証米のイメージ

津
南
町
認
証
米
に
つ
い
て

　
津
南
町
認
証
米
は
、
栽
培
基
準
や
品
質
基
準

を
し
っ
か
り
満
た
す
、
特
別
な
お
米
で
す
。

　
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
「
お
い
し
い
お

米
」
と
し
て
消
費
者
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
町
で
は
今
作
付
か
ら
、
こ
の
事
業
に
取
り

組
み
、
津
南
町
認
証
米
に
は
、
１
俵
あ
た
り

１
５
０
０
円
を
町
か
ら
補
助
し
普
及
の
後
押
し

を
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
の
同
基
準
を
満
た
す
作
付
面

積
か
ら
、約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
て
い
ま
す
。

　
秋
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
米
が
と
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
共
に
、
今
回
決
定
し
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
津
南
・
米
・
心
の
愛
称
で
店
頭

に
並
び
ま
す
。

魚沼産をアピール

大粒の米が実った稲穂
マークの中心には、ニッコリ

笑顔の米粒

津南・米・心（つなん・まい・

はーと）の愛称をアピールし

ます。

※節減対象農薬使用回数（成分回数）	 慣行栽培基準　19回	 県認証基準　９回以下

※化学肥料使用量（窒素成分㎏/10a）	 慣行栽培基準　10㎏	 県認証基準　５㎏以下

品質基準

　①一等米

　②選別基準　1.9 ㎜以上の網目使用

　③タンパク質値が 5.5％〜 6.0％

その他

種子及び苗の購入証票及び栽培履歴の確認ができること。

栽
培
基
準
を
満
た
す
作
付
を
し
、
収
穫
後
に
も
さ
ら
に
厳
し
い
品
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
お
米
が
「
津
南
町
認
証
米
」
で
す
。

このマークが
町が認める
おいしいお米の
しるしです!!



◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてくださ
　い。（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

◆規則正しい生活リズムを！
●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を決め
　ましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。中学生は保護者の責任において判断してください。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成23年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようと
いう活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも
積極的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正
しく子どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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野
菜
の
世
話
で
い
き
い
き
と

療
養
病
棟
副
看
護
師
長
　
　
山
田
康
男

「
ナ
ス
は
３
本
立
て
に
し
て
」
と
プ
ラ
ン
タ
ー
の
ナ
ス
と
ト

マ
ト
の
苗
を
囲
み
、
野
菜
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
は
療

養
生
活
を
送
っ
て
い
る
元
農
業
の
達
人
で
あ
る
患
者
さ
ん
た
ち

で
す
。

こ
こ
は
、
３
階
療
養
病
棟
の
食
堂
。
普
段
は
３
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
に
陽
を
浴
び
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
野
菜
た
ち
。
今
日
は
み
ん
な

が
見
え
る
よ
う
移
動
し
て
き
ま
し
た
。
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
一
環
と
し
て
患
者
さ
ん
達
に
お
世
話
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
苗
１
本
で
会
話
が
は
ず
み
笑
顔
が
生
ま
れ
、
い
き
い
き
と

し
て
き
ま
す
。
若
い
職
員
た
ち
も
そ
れ
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ

ど
」。
今
後
も
野
菜
の
成
長
を
患
者
さ
ん
と
共
に
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
日
同
じ
事
の
単
調
な
入
院
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
や
誕
生
会
を
通
じ
少
し
で
も
笑
顔
で
い
ら
れ
、
安
心
し
て
療

養
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

療
養
病
棟
の
廊
下
に
は
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
楽
し
ん

で
い
る
患
者
さ
ん
の
ス
テ
キ
な

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。
療
養
病
棟
へ
面
会
等
で

お
こ
し
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

紹介者　大関和子さん（上加用）

　宮崎県の郷土料理「冷や汁」は、あじの開きなどを焼い
てほぐしたものを入れますが、なるべく火を使いたくな
い夏、ツナ缶で代用します。
＜作り方＞

①　味噌とすりごまは、同量くらいを混ぜ、アルミホイ

ルに広げ、オーブントースターかグリルで焼き目を

つける。

②　①にだし汁を加え冷やす。

③　きゅうりを薄切りにし塩もみをする。

④　豆腐を手で崩し、お椀に入れ②を注ぐ。

⑤　④にきゅうり、ツナ、千切りにした大葉とみょうが

簡単冷や汁

をのせる。

　分量は大まかで、普通の味噌汁より少し濃いめの味

に、きゅうりや豆腐も多めがおいしいです。焼き味噌が

香ばしく、栄養満点です。地元宮崎では、ごはんにかけ

て食べるようですが、そうめんやうどんにかけても合

いますよ。ぜひ試して

みてください。

　夏野菜たっぷりのバ

ランスのよい食事で暑

い夏をのりきりましょう。

アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

＜実施された行事＞
〔6月〕
	 24日	 町村議長会監査委員会（議長）
	 28日	 ‘11原水爆禁止キャラバン隊津南町訪問
〔7月〕
　	 6日	 全員協議会
	 20日
	 〜 　	 議員県外視察
	 21日

＜今後の行事予定＞
〔７月〕
	 22日	 新潟県町村監査委員正副会長会議
	 26日	 町村議会広報研修会
〔８月〕
	 2日	 全員協議会
	 3日	 決算審査
	 4日	 新潟県町村監査委員会
	 	 定期総会及び研修会（〜5日）
	 10日	 平成21年度事業現地監査

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3400日	 桑原ミサオ（豊郷）	
	 3000日	 小山英一（割野）、板場キヨ（辰ノ口）
	 800日	 大倉　進（小下里）	
	 700日	 大倉マツイ（小下里）	
	 600日	 中島陽子（陣場下）	
	 500日	 中山シマ（大割野）	
	 200日	 福原孝子（外丸）	
	 100日	 吉野竜二（十二ノ木）、吉野涼二（十二ノ木）

主な運動：水中運動、ウォーキング、ジョギング、ラジオ体操など

健康体力づくり100日運動

 東京に観光情報の発信拠点
— 6/14 観光協会等の東京事務所を設置 —

 満員御礼 
— 7/4 マイタウンコンサート　津軽三味線 —

 でこぼこ道路を力走!! 
— 7/3　笹沢駅伝 —

 インドからのプレゼント
— 7/5 インド古典舞踊　オリッシー公演 —

 棚田で田植え＆山菜料理 
— 6/18・19 田植え体験ツアー —

　町観光協会と奥信越観光協議会は、ニューグリーンピア津

南の首都圏本部事務所に東京事務所を置くことになりました。

お互いに連携し、首都圏に津南町の観光情報を発信していき

ます。　これまでクラシック音楽が中心だったマイタウンコンサー

トを今年は、津軽三味線と津軽民謡で開催したところ、ホー

ルいっぱいの入場者がありました。

　震災の被害が大きかった外丸三箇地区を結ぶ笹沢駅伝が

開催されました。まだ崩れた石垣や舗装の悪い道路ばかりで

すが、選手たちは軽やかに走りぬけました。

　インド大使館、インド文化交流評議会が被災した津南を励

ますため、インド古典舞踊団を派遣してくれました。独特の

踊りや音楽など津南ではめったに見ることができない、イン

ド文化に触れることができました。

　結東集落の石垣田での田植え体験などのツアーが開催さ

れ県内外から 8 名が参加しました。全国農村景観百選に

も認定されている石垣田での田植えや、山菜料理を通じて、

秋山郷の魅了の一旦にふれました。

↑ 上村町長のとなりは、観光大使に任命されたニューグリーンピア津
南：松崎和秋社長。

↑ ホール全体に響きわたる歌声と演奏を披露してくれました。
出演されたこのお二人は、親子だそうですよ。

↑ 被害の大きかった小島集落内を走る選手たち。声援にも力が入ります。

↑ 音楽に合わせた踊りは、表情や指先でも表現をしています。 ↑ 孟宗竹の皮むきをする参加者たち。先っぽを折らずに剥けたかな。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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n
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ー
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平
成
23
年
度
よ
り
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
助
成
回
数
及
び
助
成
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

■
助
成
回
数

１
年
度
に
つ
き
、初
年
度
は
３
回
、次
年
度
以

降
は
２
回
ま
で
通
算
５
年
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

■
助
成
額

全
額
助
成（
入
院
費
、
食
事
代
、
文
書
料
及
び

消
費
税
は
対
象
外
）

■
申
請
手
続
き

治
療
終
了
後
必
要
書
類
を
福
祉
保
健
課
健
康

班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

新
潟
県
が
実
施
す
る
不
妊
に
悩
む
か
た
へ
の

特
別
支
援
事
業
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。併
用

す
る
場
合
は
県
の
助
成
事
業
を
優
先
し
、県
の

助
成
額
を
控
除
し
た
額
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
　
健
康
班

℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

東
日
本
大
震
災（
長
野
県
北
部
地
震
）の
被
災

者
に
対
し
災
害
援
護
資
金
貸
付
の
受
付
を
開
始

し
ま
す
。有
利
な
貸
付
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
必
要
な
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
津
南
町
に
住
所
の
あ
る
か
た
で
、
住
居
ま
た

は
家
財
の
被
害
金
額
が
、
そ
の
価
格
の
お
お
む

ね
１
／
３
以
上
で
あ
る
損
害
が
あ
っ
た
世
帯
の

世
帯
主
。た
だ
し
、次
の
所
得
制
限
額
を
超
え
る

世
帯
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
貸
付
限
度
額	

　

今
年
度
、子
宮
が
ん
検
診
が
５
月
13
日
か
ら

始
ま
り
、８
月
15
日
ま
で
の
対
象
者
に
検
診
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
、８

月
15
日
が
津
南
病
院
産
婦
人
科
休
診
と
な
り
ま

す
の
で
受
診
日
を
変
更
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。申
込
み
を
し
て
い
る

か
た
は
受
診
日
を
変
更
す
る
場
合
、連
絡
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、８
月
15
日
以
降
の
検
診
案
内
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た
、身
内
で
介
護

し
て
い
る
か
た
、一
般
の
か
た
で
関
心
の
あ
る

か
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
講
演
会
は
、「
認
知
症
の
家
族

教
室　

さ
く
ら
会
」を
兼
ね
ま
す
。

■
日
時

　
８
月
９
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場
　
津
南
町
役
場
３
階
大
会
議
室

■
講
演

　『
認
知
症
を
知
る

　
　

〜
認
知
症
に
関
心
を
持
つ
人
の
た
め
に
〜
』

■
講
師

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
医
療
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授（
医
学
博

士
）伊
林
克
彦
　
氏（
津
南
町
出
身
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
締
切

　
８
月
８
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　
福
祉
保
健
課
　
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、作
成
さ
れ
た
コ
マ
図

（
コ
ー
ス
図
）に
従
っ
て
、約
２
〜
３
㎞
の
コ
ー

ス
上
に
あ
る
問
題
を
解
き
な
が
ら
歩
く
も
の
で

す
。ご
家
族
の
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、ま

た
大
人
の
運
動
不
足
解
消
に
、遊
び
感
覚
の
あ

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載特

定
不
妊
治
療
費
用

　
　
　
　
　
　
助
成
事
業

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
制
度

町
の
子
宮
が
ん
検
診

　
　
　
休
診
の
お
知
ら
せ

第
２
回
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

認
知
症
講
演
会

町
内
ナ
イ
タ
ー

　
　
　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

わたしの主張
十日町・中魚沼地区大会

　中学生が毎日の暮らしの中で感じたこ
と、考えていることについて主張を発表
します。ぜひ聞きにおいでください。
■日　時　8月9日㈫ 午後１時30分〜4時30分

■会　場　十日町市　市民会館

■出場者　郡市内の各中学校代表生徒13人

■入場料　無料

■お問い合わせ
　十日町地域振興局健康福祉部　企画調整課

　℡757-2400

司法書士による相続登記無料相談
　司法書士の日（８月３日）記念事業として８月の１
カ月間を「相続登記の特別無料相談月間」とし、県内
の各司法書士事務所で相続登記についての一斉無料
相談を実施します。
■期　　間　８月１日〜８月31日

　　　　　　※時間は各事務所に問い合わせください。

■相談場所　町内では高橋五十雄司法書士事務所
　　　　　　（℡７６５－２５８２）
■電話相談　０２５－２２８－１６００
　　　　　　（平日：午前10時～正午・午後1時～4時）
■お問合せ　新潟県司法書士会　℡025-228-1589

PICK UP!

PICK UP!
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
へ
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
３
日
㈬
午
後
６
時
45
分
〜
９
時

■
会
場
　
津
南
町
役
場
正
面
玄
関
前

■
対
象

・
１
チ
ー
ム
５
名
以
内
を
目
安
。

・
子
ど
も
が
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
チ
ー
ム

内
に
１
名
以
上
の
大
人
が
参
加
。

■
参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

■
そ
の
他

懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い（
反
射
タ
ス

キ
の
あ
る
か
た
は
持
参
く
だ
さ
い
）。小
雨
決

行
で
す
。荒
天
で
中
止
の
場
合
は
、午
後
６
時

に
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
申
込
締
切
　
７
月
27
日
㈬

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

世
帯
人
員

所
得
制
限
額

１
人
　
　

２
２
０
万
円

２
人
　
　

４
３
０
万
円

３
人
　
　

６
２
０
万
円

４
人
　
　

７
３
０
万
円

５
人
以
上

１

人

増

す

ご

と

に

７
３
０
万
円
に
30
万
円

を
加
え
た
額

被
害
の
態
様

限
度
額

家
財
の
損
害
が
あ
り
、

か
つ
住
居
の
損
害
が
な

い
場
合

 

１
５
０
万
円

住
居
が
半
壊
し
た
場
合

 

１
７
０
万
円

　
（
２
５
０
万
円
）

住
居
が
全
壊
し
た
場
合

 

２
５
０
万
円

　
（
３
５
０
万
円
）

（
　
）
…
被
災
し
た
住
居
を
建
て
直
す
に
際
し
、
残

存
部
分
を
取
り
壊
さ
ざ
る
を
え
な
い
場
合

■
利
率

　
年
1.5
％
（
据
置
期
間
中
（
６
年
間
）
は
無
利

子
）
た
だ
し
、
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無
利

子
と
な
り
ま
す
。

　
据
置
期
間
は
次
に
該
当
す
る
場
合
は
８
年
と

な
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
、
又
は
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
が
被
災
し
た
場
合

②
当
該
災
害
に
よ
り
住
居
が
全
壊
し
た
場
合

■
償
還
期
間
・
方
法

償
還
期
間
は
据
置
期
間
を
含
め
て
13
年
、
償

還
方
法
は
年
賦
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
総
務
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
２

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年
金
に

加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

間
に
あ
る
か
た
が
、
一
定
の
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金

額
（
年
額
）
は
、
障
害
の
程
度
が
一
級
の
と

き
が
98
万
６,

１
０
０
円
、
２
級
の
と
き
が

78
万
８,

９
０
０
円
で
す
。
ま
た
、
障
害
基

礎
年
金
に
は
子
（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る

18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
ま
た
は
20

歳
未
満
で
一
級
・
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子
）
の
加
算
額
が
あ
り
、
そ
の
年
額
は
一

人
に
つ
き
22
万
７,

０
０
０
円
で
す
。（
三

人
目
以
降
は
７
万
５,
６
０
０
円
）

年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
初

診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
「
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」
の

う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
期
間
が
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
で
あ
る
「
保
険
料
の
納
付
要
件
（
３

分
の
２
要
件
）」を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
分
の
２
要
件
を
満
た
せ
な
く
と

も
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
未
満

で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、
初
診
日
等
の
あ

る
月
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間
の
全
て
の
期

間
が
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
保
険
料

を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

　
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

国
民
年
金
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
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国

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
平
成
23
年
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
空
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
24
年
７
月
31
日

※
次
の
か
た
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

〇
平
成
23
年
８
月
１
日
現
在
70
〜
74
歳
の
か
た

　
平
成
24
年
３
月
31
日

　
た
だ
し
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

な
る
か
た
…
誕
生
日
の
前
日
ま
で

〇
平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に
な

る
か
た

　
70
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

（
た
だ
し
、１
日
生
ま
れ
の
か
た
は
前
月
末
ま
で
）

　
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
65
歳
に
な
る

か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で
（
た
だ
し
、
１
日

生
ま
れ
の
か
た
は
前
月
末
ま
で
）

※
有
効
期
限
が
平
成
24
年
７
月
31
日
以
前
と

な
っ
て
い
る
か
た
は
、
期
限
が
切
れ
る
前
に

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
70
〜
74
歳
か
た
の
保
険
証

　
保
険
証
に
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
負
担
割
合
が
１
割
の
か
た
は
、
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
１
割
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
２

割
と
な
り
ま
す
。
３
割
負
担
の
か
た
は
、
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
届
い
た
保
険
証
は
、
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
！

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た
場
合

は
、役
場
へ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
の
変
更
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
若
草
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
24
年
７
月
31
日

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
役
場

の
封
筒
と
は
異
な
る
封
筒
で
、
１
人
ず
つ
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
か
た
が
対
象
と
な
り
、
入
院
時
の
自
己
負
担

限
度
額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
減
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た

か
た
で
、
23
年
度
も
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
か
た
は
、
保
険
証
と
は
別
に
減
額
認
定

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
に
新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
に

な
っ
た
か
た
に
は
、
申
請
書
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課 

保
険
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

薬
代
が
安
く
な
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
こ
れ
ま
で
効

き
目
や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と

同
等
と
認
め
ら
れ
た
、
低
価
格
の
薬
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
薬
代
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
薬
代
が
安
く
な
り
ま
す

　
医
薬
品
は
開
発
に
費
用
が
多
く
か
か
り

ま
す
が
、
開
発
期
間
が
短
く
て
済
む
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
価
格
も
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。
薬
代
と
し
て
３
割
以
上
、
中
に

は
５
割
以
上
安
く
な
る
薬
も
あ
り
ま
す
。

○
安
全
性
も
品
質
も
変
わ
り
ま
せ
ん

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
は
、
こ
れ
ま

で
効
き
目
や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た

お
薬
と
同
等
と
確
認
さ
れ
た
上
で
、
製
造
、

販
売
が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
に
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
町
国
保
の
被
保
険
者
の
か

た
に
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

前
川
由
紀
子
さ
ん
（
陣
場
下
）

我
が
家
に
は
２
歳
10
カ
月

と
10
カ
月
の
子
ど
も
が

い
る
の
で
、
毎
日
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
朝
は
早
め
に
起
床
↓

朝
食
↓
つ
な
っ
ぺ
広
場
で
遊
ぶ

↓
帰
宅
後
昼
食
↓
昼
寝
↓
家
で

遊
ぶ
↓
夕
食
↓
お
風
呂
↓
就
寝

…
と
い
う
リ
ズ
ム
で
平
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
つ
な
っ
ぺ
広

場
や
買
い
物
に
行
く
と
き
は
、

三
輪
車
で
行
く
の
が
好
き
な
の
で
、
そ
こ
で

母
も
子
も
少
し
は
運
動
に
な
っ
て
い
る
か
な
、

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
食
事
は
三
食
き
っ
ち
り
食
べ
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
も

子
も
、
な
る
べ
く
野
菜
を
多
め
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
今
は
、
上

の
子
と
離
乳
食
の
下
の
子
は
モ
リ
モ
リ
よ
く

食
べ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
何
で
も
よ
く
食
べ

る
子
に
育
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
、
と
思
い

ま
す
。

　「
食
育
」
の
面
で
も
、
今
、
庭
で
野
菜
を

育
て
て
い
る
の
で
毎
日
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
を
あ

げ
た
り
、
い
ち
ご
を
と
っ
て
食
べ
た
り
と
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
野
菜
も
収
穫
し
て
食
べ
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
自
分
で
作
っ

た
野
菜
を
食
べ
る
と
い
う
経
験
を
た
い
せ
つ

に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

毎
日
の
食
事
の
中
で
も
上
の
子
は
卵
を
混
ぜ

た
り
食
材
も
混
ぜ
た
り
と
い
う
の
が
好
き
な

の
で
お
手
伝
い
を
や
ら
せ
て
い
ま
す
。
日
々

の
料
理
の
中
か
ら
食
事
の
た
い
せ
つ
さ
、
楽

し
さ
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
大
事
な
の
が
、
休
日
は

大
き
な
公
園
に
行
っ
て
主
人
と
思
い
切
り
体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
で
す
。
や
は
り
体
を

動
か
す
こ
と
は
健
康
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な

い
の
で
、
公
園
で
遊
ぶ
時
間
を
作
り
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
私
が
健
康
づ
く
り
で
意
識

し
て
い
る
の
は
、
①
規
則
正
し
い
生
活
②
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
③
楽
し
い
食
育
④
休
日

は
パ
パ
と
思
い
切
り
遊
ぶ
の
４
点
で
す
。

　
日
々
の
生
活
で
、
近
く
に
公
園
が
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
を
外
で
の
び
の
び
遊

ば
せ
る
場
所
が
な
い
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
遊
べ
る
安
全
な

遊
具
、
お
年
寄
り
が

体
力
づ
く
り
の
で
き

る
よ
う
な
物
が
置
い

て
あ
り
、
た
く
さ
ん

人
が
集
ま
る
公
園
を

ぜ
ひ
作
っ
て
い
た
だ

い
き
た
い
で
す
。

　
３
月
の
地
震
直
後
に
開
催
予
定
だ
っ
た
プ
チ

パ
ー
テ
ィ
ー
。会
場
は「
ダ
ー
ツ
バ
ー
」で
す
。グ

ル
ー
プ
ご
と
に
ダ
ー
ツ
を
し
な
が
ら
知
り
合
い

に
な
っ
て
ほ
し
い
…
そ
ん
な
相
談
員
の
願
い
を

込
め
て
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
年
齢
を
い
つ
も
よ
り
少
し
だ
け
あ
げ

て
、
男
性
は
30
歳
か
ら
45
歳
、
女
性
は
25

歳
以
上
。
会
場
の
都
合
で
参
加
者
を
12
名

ま
で
と
し
、
少
数
で
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を

か
け
て
知
り
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
ま
し

た
。参
加
者
は
男
性
６
名
・
女
性
５
名
の
総

勢
11
名
。

　
今
回
は
参
加
者
同
士
が
顔
見
知
り
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
最
初
か
ら
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
約
２
時

間
半
そ
れ
ぞ
れ
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
相
談
員
が
状
況
を
見
な
が
ら
さ
り

げ
な
く
各
テ
ー
ブ
ル
に
入
り
、
話
を
盛
り

結婚相談員から

を込めて
愛

上
げ
ま
す
。
最
後
は
で
き
る
だ
け
携
帯
番
号
や

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
て
も
ら
い
、
２
次

会
へ
と
移
動
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
相
談
員

の
仕
事
は
こ
こ
か
ら
で
す
。「
オ
レ
○
○
さ
ん
が

い
ー
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
ダ
メ
か
な
ぁ
？
」

「
ア
ド
レ
ス
教
え
た
の
に
□
□
君
何
に
も
言
っ

て
こ
な
い
け
ど
…
」
等
々
終
了
後
か
ら
の
相
談

が
多
い
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
が
相
談
員
の
腕
の

見
せ
所
！
出
会
い
の
き
っ
か
け
作
り
＝
プ
チ

パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
相
談
に
親
身
で
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
勇
気
を
出
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
幸
せ
な
結
婚
を
し
て
ほ
し
い
…
結
婚
相
談

員
は
心
か
ら
そ
う
願
い
、
皆
さ
ん
を
全
力
で
応

援
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
あ
と
２
回
、こ
の
プ

チ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
〈
ご
報
告
♡
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
で
知
り
合
っ
た
二
人
が
今
月
入
籍
♡
♡

お
め
で
と
う
♡
♡
♡
〉

「出会い♡ふれあい♡プチパーティー
 in たなばた」開催 !!

　思いもしない早めの梅雨明けと連日の猛暑の
中、今年度最初の結婚相談員会議主催の「プチパー
ティー」が７月８日㈮の夜に開催されました。

プチパーティーinダーツバー

★ 応援します ♥ From 結婚相談員 ★

「新しい出会いがないなぁ～」
「結婚したいなぁ～」

そんなあなたへのきっかけ作りのプチパーティーです。
ダーツバーで、ゆっくり楽しい時間をすごしましょう♥
夏はもうすぐ…今年の夏は熱く！熱くすごしましょう !!。

まずは、あなたの一歩から…

出会い★ふれあい
プチパーティーinダーツバー

たなばたたなばた

出会い★ふれあい

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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つ
な
ん
の
文
芸

弥生 ―Ma r c h―

加
か

藤
とう

陽
よう

子
こ

／著　朝日出版社　1,700円（税別）

「それでも、日本人は「戦争」を選んだ」

日清戦争から、日本がたどってしまった歴史を冷静に、か
つ、世界の動きとともに読み解く一冊。

　

す
っ
か
り
夏
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、も
う
す
ぐ
８
月
15
日
、終
戦
記
念

日
を
迎
え
ま
す
。今
月
は
、「
平
和
」を
テ
ー

マ
に
本
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」

浜は
ま

田だ

桂け
い

子こ

／
著

　
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
絵
本
作
家
が
手

を
つ
な
ぎ
作
ら
れ
た
平
和
絵
本
シ
リ
ー
ズ

の
一
冊
。
作
者
の
浜
田
桂
子
さ
ん
は
、
他

の
国
の
絵
本
作
家
さ
ん
た
ち
と
話
し
合
い
、

何
度
も
見
直
し
、
書
き
直
し
を
行
い
、
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
遺ゆ
い
ご
ん言

」

谷た
に
か
わ川

俊
し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

／
詩
、
田た

淵ぶ
ち

章
し
ょ
う

三ぞ
う

／
写
真

　
生
ま
れ
た
て
の
子
ど
も
か
ら
成
人
を
迎

え
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
12

の
詩
。
写
真
と
文
と
が
重
な
っ
て
胸
に
響

き
ま
す
。

「
貧
困
の
光
景
」

曽そ

の野
綾あ
や

子こ

／
著

　
本
当
の
貧
困
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
実
際
に
足
を
運
び
目
に
し
て
き
た
著

者
に
よ
っ
て
、
貧
困
と
い
う
根
深
さ
を
真

正
面
か
ら
記
し
た
一
冊
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と
考
え
よ
う

世
界
の
こ
と
」

真し
ん
じ
ゅ珠

ま
り
こ
／
著

　
世
界
に
暮
ら
す
10
人
の
子
ど
も
た
ち
の

現
実
が
、
絵
と
と
も
に
短
い
文
章
で
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

「
そ
の
手
に
一
本
の
苗
木
を
」
マ
ー
タ
イ

さ
ん
の
も
の
が
た
り

ク
レ
ア
・
Ａ
・
ニ
ヴ
ォ
ラ
／
作

　
　
　
　
　
柳
や
な
ぎ

田だ

邦く
に

男お

／
訳

　
ア
フ
リ
カ
の
女
性
と
し
て
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ワ
ン
ガ
リ
・

マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
伝
記
作
品
。「
モ
ッ
タ

イ
ナ
イ
」
と
い
う
日
本
語
を
、
環
境
と
資

源
を
守
る
合
言
葉
と
し
て
世
界
に
広
め
て

い
る
こ
と
で
、
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
マ
ー
タ

イ
さ
ん
の
活
動
の
基
本
精
神
を
評
価
し
て

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
点
を
次
に
記
し
ま

す
。

　『
持
続
可
能
な
開
発
は
環
境
保
護
と
民

主
主
義
と
平
和
が
相
互
に
結
び
つ
い
た
と

こ
ろ
で
の
み
実
現
で
き
る
』

夏
休
み
お
は
な
し
会

８
月
10
日
㈬
　
午
後
７
時
〜
　
文
化
セ
ン
タ
ー

　「
夏
休
み
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
毎
年
「
お
は
な
し
お
か
あ

さ
ん
」
の
皆
さ
ん
と
町
公
民
館
図
書
室
が

共
催
し
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
型
絵
本
や
大
型
紙
芝
居
、
昔
語
り
や

人
形
劇
な
ど
、
保
育
園
児
〜
低
学
年
向
け

の
お
は
な
し
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
!!

本とわたし
−石澤イズミさんから

私
が
、小
学
校
１
年
生
の
時
の
担
任

の
先
生
は
、
ゴ
ミ
捨
て
場
か
ら

拾
っ
て
き
た（
！
）と
い
う
、古
ぼ
け
た
黒

い
表
紙
の
本
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。毎
日

の
よ
う
に
先
生
は
そ
の
本
の
中
か
ら
一
つ

か
二
つ
、短
い
お
話
を
読
み
聞
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ど
う
見
て
も
楽
し
い
本
に
は
見
え
な
い

の
に（
表
紙
が
取
れ
そ
う
な
く
ら
い
古
い

し
、絵
が
な
い
）、そ
こ
か
ら
語
ら
れ
る
物

語
の
楽
し
さ
に
、私
は
も
の
す
ご
く
引
き

込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
の
本
好
き

は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
本
は「
不
思
議
で
楽
し
い
も

の
」に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
紹
介
す
る
の
は
、「
は
ん
ぶ
ん
ち
ょ
う

だ
い
」と
い
う
お
話
で
す
。

　
暑
い
夏
の
日
、ウ
サ
ギ
と
サ
ル
が
釣
り

に
出
か
け
、ス
イ
カ
を
エ
サ
に
竿
を
仕
掛
け

ま
す
。カ
メ
に
、釣
れ
た
ら
半
分
あ
げ
る
約

束
で
竿
の
番
を
頼
み
、海
で
遊
ん
で
い
る
と
、

大
き
な
大
き
な
獲
物
が
か
か
り
ま
す
。慌

て
て
釣
り
上
げ
よ
う
と
し
ま
す
が
、ず
る

ず
る
と
海
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
そ
う
に
!!

　
困
っ
た
二
匹
は「
は
ん
ぶ
ん
あ
げ
る
か

ら
！
」と
叫
び
な
が
ら
仲
間
に
次
々
頼
み

ま
す
。み
ん
な
で
せ
ー
の
で
引
っ
張
る
と
、

と
ん
で
も
な
く
大
き
な「
な
に
か
」が
釣
れ

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、約
束
通
り
み
ん
な
が「
は
ん

ぶ
ん
ち
ょ
う
だ
い
」と
言
い
出
す
と
、ウ
サ

ギ
と
サ
ル
は
困
り
ま
す
。「
釣
れ
た
の
は
１

匹
だ
け
、み
ん
な
は
大
勢
だ
か
ら
半
分
ず

つ
は
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
」当
然
み
ん
な
は

怒
り
出
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、ラ
イ
オ
ン
と
ク
マ
が
恐
ろ
し

い
こ
と
を
言
い
ま
す
。「
そ
れ
な
ら
ぼ
く
は
、

ウ
サ
ギ（
サ
ル
）を
半
分
も
ら
お
う
か
な
」

　
さ
あ
大
変
。ウ
サ
ギ
と
サ
ル
は
ど
う

な
っ
ち
ゃ
う
の
？
そ
し
て
釣
れ
た
の
は

い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
？

　
ド
キ
ド
キ
、わ
く
わ
く
が
い
っ
ぱ
い
の

お
話
で
す
。大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
ど
う

し
て
も
こ
の
お
話
が
読
み
た
く
て
、本
屋

で
偶
然
見
つ
け
た
と
き
の
感
激
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
三
人
の
娘
た
ち
も
お
気
に
入
り
で
、繰

り
返
し
読
ん
で
い
ま
し
た
。末
っ
子
は
も

う
中
学
生
で
す
が
、手
放
し
た
く
な
い
様

子
な
の
で
、も
し
か
し
た
ら
も
う
一
世
代

受
け
継
い
で
い
く
絵
本
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
次
は
石
川
医
院
、石
川
威
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

はんぶんちょうだい
紹介する本

江
え

村
むら

ひろみさん

き
っ
か
け
は
読
み
聞
か
せ

短 歌

俳 句

砂
丘

中
津
川
中
州
に
生
ゆ
る
木
木
の

　
　
眩
し
流
れ
る
水
も
青
み
帯
び
た
り 

涌
井
　
ユ
ミ

わ
が
日
日
を
空
し
く
過
ご
す
愚
か
さ
を

　
　
人
間
ゆ
え
と
慰
め
て
お
り 

関
谷
　
郁
子

か
ね
て
よ
り
興
味
あ
り
た
る
タ
ジ
ン
鍋

　
　
母
の
日
の
娘
の
贈
り
物
な
り 

恩
田
　
久
美
子

突
然
の
激
震
に
腕
ひ
き
寄
せ
て

　
　
守
ら
れ
し
手
の
感
触
残
る 

丸
山
　
直
子

娘
ら
は
仙
台
の
酒
買
ひ
求
め

　
　
父
に
勧
め
て
励
ま
し
ゆ
き
ぬ 

小
野
寺
　
恒
代

木
綿
地
の
母
の
着
物
を
解ほ

ど

き
つ
つ

　
　
繕
ひ
物
す
る
姿
の
顕
つ
も 

樋
口
　
康
子

半
夏
生
の
今
日
降
る
雨
は
庭
の
辺
の

　
　
片
白
草
を
ひ
ね
も
す
揺
ら
す 

上
村
　
み
な

無
言
な
る
祖
父
に
対む

か

ひ
て
共
に
飲
む
こ
と

　
　
か
な
は
ぬ
と
孫
の
嘆
け
り 

内
山
　
キ
ク

自
が
兄
へ
の
二
男
の
便
り
最
後
に
は

　
　
「
お
袋
頼
む
」
と
書
き
て
あ
り
た
り 

麻
績
　
初
恵

若
か
り
し
時
は
落
ち
ざ
り
し
体
重
の

　
　
病
み
た
る
今
は
十
キ
ロ
減
り
つ 

滝
沢
　
勝
枝

靴
音
で
家
族
の
誰
と
解
る
の
に

　
　
最
近
新
調
し
た
る
も
の
あ
り 

風
巻
　
京
子

青
空
を
彼
方
に
潜
め
て
暮
れ
泥な

づ

む

　
　
早
春
の
空
に
浮
く
月
淡
し 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

た
を
や
か
に
夢
二
の
乙を

と

め女
佇
て
る
ご
と

　
　
可
憐
に
咲
き
し
カ
ル
ミ
ヤ
の
花 

鈴
木
　
綾
子

鬩せ
め

ぎ
合
ひ
白
波
立
つ
る
信
濃
川

　
　
強
き
力
に
雪
し
ろ
流
す 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

上
流
に
雨
や
降
り
け
む
こ
の
朝
の

　
　
信
濃
大
川
盛
り
上
が
り
ゆ
く 

板
場
　
寛

地
下
室
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
開
け
て
待
ち
お
れ
ど

　
　
今
年
も
つ
ば
め
姿
を
見
せ
ず 

滝
沢
　
義
正

峠
越
え
か
が
り
火
灯
る
薬
湯
に
　

　
　
黄
昏
間
近
夫
と
出
向
け
り 

柳
沢
　
チ
ヨ

米
櫃
に
米
少
な
き
を
夫
に
告
げ
　

　
　
被
災
せ
し
人
思
い
米
研
ぐ 

富
沢
　
キ
ミ

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ー
鳶

と
ん
び

鳴
く
声
き
こ
え
く
る

　
　
震
災
の
町
眺
め
て
い
る
や 

島
田
　
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
六
月
）

う
ら
ら
か
や
話

は
な
し

掛か

け
た
き
道ど

う

祖そ

神じ
ん 

千
年
雄

ト
ラ
ッ
ク
に
見み

え
て
昼ひ

る

寝ね

の
足あ

し

の
裏う

ら 

房
良

お
日ひ

さ
ま
も
土つ

ち

も
ほ
っ
こ
リ
草く

さ

萌も

ゆ
る 

れ
い
子

早さ

お

と

め

乙
女
の
一ひ

と

り人
は
ジ
ー
パ
ン
足あ

し

長な
が

し 

渡
舟

苗な
え

売う

り
の
植う

ゑ
る
手て

順
じ
ゅ
ん

も
添そ

へ
て
売う

り 

貞

を
ち
こ
ち
に
の
ぞ
く
筍

た
け
の
こ

母ぼ

校こ
う
あ
と跡 

信
夫

木こ

も漏
れ
日び

の
と
ど
き
て
著し

ゃ

莪が

の
花は

な
あ
か明
り 

酔
花

猫ね
こ

も
来き

て
主

あ
る
じ

の
如ご

と

く
花は

な

筵
む
し
ろ 

し
げ
る

お
だ
や
か
な
日ひ

の
終お

わ
る
な
り
蛙

か
わ
ず

鳴な

く 

兎
月

主
あ
る
じ

な
き
庭に

わ

の
桜

さ
く
ら

の
散ち

り
急い

そ

ぐ 

芳
司

店て
ん
と
う頭
に
春は

る

を
お
披ひ

ろ

め

露
目
プ
ラ
ン
タ
ー 

妙

ふ
は
ふ
は
と
河か

わ

ら原
に
遊あ

そ

ぶ
柳

り
ゅ
う

絮じ
ょ

か
な 

冬
詩
子

Pen Relay
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大好き
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水
中
運
動
教
室
は

　
　
開
始
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た

　
～
転
倒
予
防
・
寝
た
き
り
予
防
・
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
に
効
果
あ
り
～

　

今
か
ら
10
年
前
、
津
南
町
の
高
齢
者
化
率
は
、
す
で
に
32
％
超
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者

は
「
農
業
」
を
中
心
に
何
か
し
ら
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
た
が
多
く
、
腰
・
膝
・
肩
関
節

等
に
痛
み
を
持
つ
か
た
が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
平
成
13
年

９
月
、
明
治
学
院
大
学
高
橋
賢
一
名
誉
教
授
か
ら
「
津
南
町
を
寝
た
き
り
ゼ
ロ
に
す
る
計

画
」
が
前
小
林
町
長
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
図
り
、
健
康
で
元
気
に
農
作
業
や
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
一
生
で

き
る
身
体
づ
く
り
を
目
標
に
「
水
中
運
動
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「 水 中 運 動 教 室 」の 三 つ の 効 果

　「水中運動教室」は日常生活動作に必要な「白筋」を強

化します。「白筋」は階段の昇降や転びそうになった時に

支える筋肉で、鍛えることで転倒予防に効果があります。

　「水中運動教室」は水の特性（浮力・抵抗）を利用して、

ひざや腰にかかる負荷を少なく鍛えることで健康寿命を延

ばし元気な高齢者づくりに効果があります。

　事業を開始後 3 年が経過した平成 17 年度に、専門家等

の協力を得て事業評価を行った結果、介護保険サービス（施

設入所やデイサービス等）の利用状況から、水中運動教室

利用者と非利用者では水中運動教室利用者の方が「介護保

険の利用者が少ない」ことがわかり「寝たきり予防」効果

があることが明らかになりました。

　平成 22 年度には、再度、新潟大学大学院医歯総合研究

科健康増進医学分野・田辺直仁准教授の協力を受け、水中

運動教室利用者と非利用者に身体の調子や関節の痛み等に

ついてのアンケート調査を行いました。その結果、生活の

質と体調の改善に効果があることがわかりました。

■対象者

　・年齢 60 歳以上（平成 24 年 3 月 31 日現在）

　・自力歩行できるかた

■実施内容等

　・内　　容　水中運動・健骨体操（週一回の実施）

　・実施期間　平成 23 年 9 月〜平成 24 年 7 月

　・場　　所　クアハウス津南

　・送　　迎　希望者は送迎有り

　・参　加　費　１万５千円 ( 教室外でのプール利用も可）

■申し込み方法

福祉保健課　健康班（℡765‐3114）にお申し込みください。

■申し込み期限

　平成 23 年 7 月 29 日㈮

《生活の質のアップ》

「よく眠れるようになった」「よく食べられるようになった」「友達が増えた」「生活の張り

合いが増えた」「外出の回数が増えた」

《体調の改善》

「膝関節痛が軽くなった」「転倒回数が減った」「腰痛は軽くなった」「肩関節痛が軽くなった」

「あんまの回数が減った」「薬の量が減った」

また、現在、各集落で実施されている「健骨体操教室」にも参加されているかたは、体調

の改善はさらに良くなっているとの結果でした。

① 転倒予防に効果あり!!

② 寝たきり予防に効果あり!!

③ 元気な高齢者づくりに効果あり!!

「 水 中 運 動 教 室 」に 参 加 し ま せ ん か

　
ホ
タ
ル
幼
虫
の
上
陸
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
こ
ろ
で
す
の
で
、
カ
ワ
ニ
ナ
は
そ
の
後
食
べ

ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
昨
年
と
今
年
の
５

月
下
旬
に
カ
ワ
ニ
ナ
の
個
数
調
査
を
し
て
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
下
船
渡
本
村
に
お
い
て
昨

年
は
１
㎡
当
た
り
大
小
合
わ
せ
て
約
70
個
、
今

年
度
は
約
１
５
０
個
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
定

点
観
測
地
３
０
０
ｍ
間
に
お
け
る
数
と
し
て
は

昨
年
が
２
万
個
、
今
年
が
４
万
５
千
個
く
ら
い

で
す
。
一
方
ホ
タ
ル
の
発
生
数
は
ど
う
か
と

見
る
と
、
同
じ
調
査
区
間
に
お
い
て
昨
年
は

２
０
０
匹
程
度
、
今
年
は
多
数
発
生
し
ま
し
て

昨
年
の
倍
以
上
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

ま
す
と
ホ
タ
ル
一
匹
当
た
り
の
カ
ワ
ニ
ナ
は

１
０
０
個
以
上
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
１
０
０
個
以
上
の
カ
ワ
ニ
ナ
が
い

い
て
初
め
て
ホ
タ
ル
一
匹
を
養
え
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
ワ
ニ
ナ
は
１
㎜
大
き
く
な
る
ご
と
に
60
％

が
死
に
、
２
年
後
に
は
３
％
し
か
生
き
残
れ
な

い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
調
査
で
は
、
25

道
祖
神

『
野
仏
の
里
　
つ
な
ん
』
の
主
な
石
造
物
の

概
要
で
道
祖
神
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
概
説

い
た
し
ま
し
た
。「
道
祖
神
は
、ド
ウ
ロ
ク
ジ
ン
・

サ
イ
ノ
カ
ミ
・
ド
ウ
ソ
ジ
ン
と
呼
ば
れ
、
村
に

悪
霊
が
入
っ
て
く
る
の
を
防
い
で
く
れ
る
神
で

あ
り
、
ま
た
旅
路
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
る
神

さ
ま
で
あ
り
、
夫
婦
和
合
・
子
ど
も
の
健
康
・

家
庭
の
幸
せ
と
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
し
て
く
だ

さ
る
神
さ
ま
で
も
あ
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
達
の
か
た
か
ら
「
こ
れ
は
辞
書
的
な
解

説
と
し
て
は
、
最
も
普
通
の
も
の
と
言
っ
て
も

い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
、
こ
れ
か
ら

の
勉
強
に
つ
い
て
、
や
ん
わ
り
と
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
古
老
の
か
た
か
ら
、
津
南
で
は
サ
イ

ノ
カ
ミ
で
は
な
く
、
サ
エ
ノ
カ
ミ
で
は
な
い
か

と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
地
域
の
伝
承
の
言

葉
で
呼
ぶ
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
の
ご
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
仏
探
訪
で
知
っ
た
道
祖
神
の
形

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

丸
石
や
陽
形
の
石
棒
を
道
祖
神
と
し

て
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
古
老
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
男
女
２
体
を

彫
っ
た
石
仏
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
古
老
の
説
明
を
楽
し
く

聞
く
こ
と
が
で
き
た
り
も
し
ま
し
た
。

ま
た
、道
祖
神
の
性
格
に
重
な
る
神
々
に
つ
い

て
、塞さ
い

の
神か
み

、岐
ふ
な
ど
の

神か
み

、伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

邪
那
岐
命
、伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
、

猿さ
る
た
ひ
こ
の

田
彦
命
み
こ
と

な
ど
の
機
能
か
ら
す
る
と
、
道
祖
神

と
考
え
ら
れ
る
と
、
先
達
の
ご
指
導
も
あ
り
ま

し
た
。

道
祖
神
に
か
か
わ
る
と
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な

性
格
を
持
つ
神
々
が
、
文
献
や
先
達
の
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
現
在
で
も
、「
神

は
万
能
で
あ
る
」
と
い
う
私
の
先
入
観
か
ら
、

無
意
識
に
道
祖
神
も
万
能
の
神
と
思
い
込
ん
で

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
道
祖
神
は
、
そ
の
地
域

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
持
っ
て
伝
承
さ

れ
、
多
様
な
性
格
を
持
っ
た
神
々
が
統
合
さ
れ
、

作
ら
れ
て
い
っ
た
の
が
道
祖
神
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

津南町　辰ノ口

双体道祖神

㎜
以
上
を
大
と
し
て
中
・
小
と
区
分
し
て
比
率

を
見
た
と
き
、
１
対
４
対
18
く
ら
い
の
割
合
で

し
た
。
ホ
タ
ル
は
体
の
成
長
に
合
わ
せ
て
順
番

に
大
き
な
貝
を
食
べ
、
幼
虫
時
代
に
22
〜
24
個

食
べ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
養
う
た
め
に

も
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
個
以
上
の
個
数
は
必

要
な
よ
う
で
す
。

　
下
船
渡
本
村
は
今
年
た
い
へ
ん
ホ
タ
ル
の
数

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
川
原
の
水
田
地
帯
で

12
ha
く
ら
い
で
す
が
、
全
体
で
は
ピ
ー
ク
時
に

４
０
０
匹
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
自
然
界
で
密
度
が
濃
い
場
所
は
津
南
で

は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
田
用
排
水
と
し
て
流
れ
る
川
が
本
流
と
し

て
あ
る
他
に
、
が
け
地
か
ら
の
湧
き
水
を
集
め

て
流
れ
、
一
年
を
通
し
て
水
が
枯
れ
な
い
条
件

が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ク
リ
や
ヤ
ナ
ギ

モ
の
水
草
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ア
オ

ハ
ダ
ト
ン
ボ
な
ど
生
き
物
全
体
に
と
っ
て
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
維
持
し
て
い

る
の
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
た
い
せ
つ
に
守
り

た
い
も
の
で
す
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

津南の自然 その348
（2011.7）

津南町のホタル事情④
カワニナ個体数調査

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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戸 籍 の 窓

小林ゆかり（割野） 博憲さん

 奏子さん

野田愛
あ み

未（赤沢） 貴生さん

 知秋さん

小野塚朝
あさ

飛
ひ

（辰ノ口） 克幸さん

 彰子さん

桑原ユキさん	 （76歳・貝坂）

田中新一郎さん	 （77歳・外丸）

廣瀨眞青さん	 （93歳・宮野原）

志賀正幸さん	 （64歳・船山）

島田ヤイさん	 （88歳・宮野原）

滝澤貞治さん	 （80歳・押付）

村山　昭さん	 （86歳・大割野）

宮澤テルさん	 （95歳・卯ノ木）

滝沢定吉さん	 （84歳・中子）

桑原ミツさん	 （94歳・貝坂）

桑原清吉さん	 （85歳・大割野）

中島ミトさん	 （94歳・大井平）

村山マツさん	 （93歳・恵福園）

石澤博幸さん（芦ケ崎）

田 幸恵さん（十日町市） ｝
山田宏幸さん（亀岡）

山田朋実さん（大割野） ｝
滝沢　卓さん（陣場下）

村上沙紀さん（大井平） ｝
村山祥雄さん（十二ノ木）

福𠩤順子さん（陣場下） ｝

■人口10,964（−9）　男5,354（−7）　女5,610（−2）

■世帯数3,653（−4）　■転入／ 12　■転出／ 9　■出生／ 4　■死亡／ 16　■婚姻／ 17月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　
津
南
町
認
証
米
の
ア
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デ
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に
全
国
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点
も
の
応
募
が
あ
っ
た
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
か
？
な
ぜ
こ
ん
な
に
応
募
が
き
た
か
と
い
う
と
、『
月

刊
公
募
ガ
イ
ド
』と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

い
よ
う
で
す
。全
国
の
公
募
情
報
を
ま
と
め
た
雑
誌
で
、公

募
に
興
味
が
あ
る
か
た
の
目
に
と
ま
り
、た
く
さ
ん
応
募
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。全
部
お
見
せ
し
た
い
く
ら

い
の
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

なじょもんのひまわりもポツポツとつぼみをつけ、咲く準

備を着々と進めています！なじょもんのひまわり畑の

見頃は、8月上旬からお盆頃までとなっています。なじょもん

は7月20日㈬から8月21日㈰まで無休です。企画展に体験実習

にひまわり畑、皆様のお越しをお待ちしています。

○寺石｢ガンガンボウ｣写真展
7月16日㈯～ 8月21日㈰

毎年 8 月 17 日に行われる寺石地区の虫追い ( ネズミ追い )

行事、「ガンガンボウ」。小坂幸平氏撮影の「ガンガンボウ」

の写真を、15 点程度展示いたします。

○「日本の川 ちくまがわ・しなのがわ」
　絵本原画展

7月16日㈯～ 8月21日㈰
日本一長い、信濃川。

信濃川は、長野県では千曲

川と呼ばれ、津南町に入る

と信濃川と名前を変えま

す。その長さは、源流、甲武

信岳から河口の新潟港まで

およそ367㎞にわたります。

この長い流域の様子を描い

たのが、絵本 ｢ 日本の川　

ちくまがわ・しなのがわ ｣

です。

本展では、この絵本の原画

を一堂に展示し、描かれた

イラストからテーマを抽出

して、展示を行います。

子どもから大人まで楽しめ

る展示です。
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■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
津
南
町
認
証
米
の
愛
称
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
募
集
し
選
考
の
結
果
決
ま
っ
た
の
が
、

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と「
津
南
・
米
・
心
」の
愛
称
で
す
。

（
関
連
ペ
ー
ジ

：

２-

３
ペ
ー
ジ
）

※体験については、全戸配布した「がむしゃら塾」をご覧ください。

■期　　間
　７月 23 日㈯～８月 21 日㈰
■駐車料金
　普通車以下 300 円
　マイクロ以下 1,500 円
　大型バス 3,000 円
■イベント
　７月 31 日㈰ ひまわりウェディング
　８月 13 日㈯～ 21 日㈰ ひまわりライトアップ
■お問い合わせ
　津南町観光協会　℡ 025-765-5585

ひまわり広場情報
沖ノ原


